
 

（記者発表資料）              平成２４年  ５月２８日 

                      公益財団法人 放送文化基金 

 

 

第３８回「放送文化基金賞」表彰対象について 

 

放送文化基金賞 

 

放送文化基金賞は、過去１年間（平成 23年 4月～24年 3月）の放送の中から

選ばれた、優れたテレビ、ラジオ番組や個人・グループに毎年贈られる歴史あ

る開かれた賞です。３８回目を迎えた今回は、東日本大震災の一年ということ

もあり、全国の民放、ＮＨＫ、それにプロダクションなどから、例年を上回る

２５９件の応募、推薦がありました。４月、５月の２か月近い厳正な審査の結

果、テレビドキュメンタリー、ドラマ、エンターテインメント、それにラジオ

の４つの番組部門で、それぞれ本賞、優秀賞など１６本の番組と演技賞や映像

賞など個別分野５件。さらに個人・グループ部門の放送文化、放送技術で５件

の基金賞が決まりました。このうち、＜テレビドキュメンタリー＞、＜ラジオ

＞、＜放送文化＞では、震災関連の番組や取材・制作グループが数多く受賞す

ることになりました。 

 

主な受賞番組は、テレビドキュメンタリー番組では、『幾歳経るとも要心あれ

－2011.03.11.東日本大震災－』（ＩＢＣ岩手放送）と『ＮＨＫスペシャル   

３８分間 巨大津波 いのちの記録』（ＮＨＫ）が、いずれも本賞を受賞します。  

ドラマ番組の本賞は、『スペシャルドラマ「坂の上の雲」』（ＮＨＫ）です。 

ラジオ番組の本賞は、『遠いふるさと～フクシマの家族・２０１１～』（ＮＨ

Ｋ福島放送局）です。 

個人・グループ部門の放送文化では、東海テレビ放送の齊藤潤一ディレクタ

ーや JNN三陸臨時支局などが受賞します。 

 

受賞番組、受賞者には、賞牌・トロフィー、賞金が贈呈されます。 

賞金は、番組部門 本賞―８０万円､優秀賞―４０万円､各番組賞―２０万円、

番組部門の個別分野―各１０万円、個人・グループ部門―各３０万円です。 

 

 

特別賞 

昨年３月の東日本大震災の後、被災地で次々と立ち上がった【臨時災害放送

局】２９局に対し、番組部門、個人・グループ部門とは別に＜特別賞＞を贈呈

することになりました。これほど多くの臨時災害放送局が開設されたことはか

つてなく、市町村単位の FM 放送を通じて、被災地住民･地域に密着した救援、 



 

支援にあたった活動を表彰し永く記録に残すべく贈るものです。放送文化基金

賞の長い歴史の上でも基金賞特別賞の贈呈は初めてのことです。 

 

 

贈呈式 

贈呈式は、平成２４年６月２２日(金) 午後４時３０分から千代田放送会館ホール

（東京都千代田区紀尾井町）で実施します。 

 

 

 

１ 番組部門―――――１６番組、５件 

 

（１） テレビドキュメンタリー番組…………５番組 

        本賞―２ 優秀賞―１ テレビドキュメンタリー番組賞―２ 

 

（２） テレビドラマ番組………………………４番組 

       本賞―１ 優秀賞―１ テレビドラマ番組賞―２ 

 

（３） テレビエンターテインメント番組……４番組 

       本賞―該当なし 優秀賞―２ テレビエンターテインメント番組賞―２ 

 

（４） ラジオ番組………………………………３番組 

       本賞―１ 優秀賞―１ ラジオ番組賞―１ 

 

（５）個別分野賞………………………………５件 

「演  技  賞」―― ２件 

「出 演 者 賞」―― １件 

    「企  画  賞」―― １件 

    「映  像  賞」―― １件 

 

 

 ２ 個人・グループ部門―――――５件 

 

（１）放送文化………３件 

 

（２）放送技術………２件 

    

                 

お問い合わせ先  放送文化基金（担当 安部） 

                    東京都渋谷区宇田川町 41―1 共同ﾋﾞﾙ５F    

℡(０３)３４６４－３１３１ 

http://www.hbf.or.jp 

 

http://www.hbf.or.jp/


部        門 賞 （ 賞 金 ） 受   賞   者 番  組  名  ・  業  績

(80万円) ＩＢＣ岩手放送
幾歳経るとも要心あれ
－２０１１．０３．１１.東日本大震災－

(80万円) ＮＨＫ ＮＨＫスペシャル　３８分間　巨大津波　いのちの記録

優 秀 賞 (40万円)
プロダクション・エイシア、ＮＨＫ、
ＮＨＫエンタープライズ

ＮＨＫスペシャル　クニ子おばばと不思議の森

(20万円) ＮＨＫ広島放送局 ＮＨＫスペシャル　原爆投下　活かされなかった極秘情報

(20万円) ＮＨＫ
ＮＨＫスペシャル　シリーズ原発危機　知られざる放射能
汚染　～海からの緊急報告～

本         賞 (80万円) ＮＨＫ スペシャルドラマ「坂の上の雲」

優 秀 賞 (40万円) ＮＨＫ大阪放送局 連続テレビ小説　カーネーション

(20万円) フジテレビジョン 木曜劇場　最後から二番目の恋

(20万円) テレビ東京 鈴木先生

本         賞 (80万円) 該当なし

(40万円) フジテレビジョン ＩＰＰＯＮグランプリ

(40万円) テレビ大阪 和風総本家  世界で見つけたMade in Japan

(20万円) ＢＳ日本
ぶらぶら美術・博物館
愛知県美術館「生誕１００年ジャクソン・ポロック展」
～ピカソを超えた男・ポロック、日本初の回顧展～

(20万円) 福井テレビジョン放送 ママからの手紙　～１０年後に届いたメッセージ～

本         賞 (80万円) ＮＨＫ福島放送局 遠いふるさと～フクシマの家族・２０１１～

優 秀 賞 (40万円) エフエム東京 山下達郎のＴＳＵＴＡＹＡサンデー・ソングブック

ラジオ 番 組 賞 (20万円) ＮＨＫ ＦＭシアター　飛ばせハイウェイ、飛ばせ人生

演 技 賞 (10万円) 本木　雅弘 「坂の上の雲」

演 技 賞 (10万円) 小泉　今日子 「最後から二番目の恋」

出 演 者 賞 (10万円) 山下　達郎 「山下達郎のＴＳＵＴＡＹＡサンデー・ソングブック」

企 画 賞 (10万円) 藤好　耕 「ぶらぶら美術・博物館」

(10万円) 木下　義則 「幾歳経るとも要心あれ」

(10万円) 徳田　憲亮 「３８分間」

(30万円)
齊藤　潤一　（東海テレビ放送　報道部
ディレクター）

司法をテーマにした優れたドキュメンタリーの制作と多様
な表現活動の展開

(30万円) ＪＮＮ三陸臨時支局
東日本大震災の被災地に開設した民放ニュースネットワー
ク初の臨時支局での持続的な報道活動

(30万円) ＮＨＫ　ＥＴＶ特集取材班
ＥＴＶ特集「ネットワークでつくる放射能汚染地図」シ
リーズの制作

(30万円)

地上デジタル放送受信インフラ情報把握
分析グループ
代表　津田　健吾
（デジタル放送推進協会、ＮＨＫ）

地上デジタル受信インフラ管理分析システムの運用によ
る、受信者の地デジ移行を推進

(30万円)
マクロダイバーシチ受信システム開発グ
ループ
代表　光山　和彦　（ＮＨＫ）

移動中継用マイクロ波帯マクロダイバーシチ受信システム
の開発

業　　績

東日本大震災の被災地で臨時災害放送局を立ち上げ、被災
住民の救援や支援活動を続けた。

優 秀 賞

　　　　　　　　　＊番組部門の各賞と個人・グループ部門は、受付順による。

          　  　第３８回「放送文化基金賞」受賞一覧

番

組

部

門

テレビドキュ
メ ン タ リ ー
番 組

本 賞

テレビドキュ
メ ン タ リ ー
番 組 賞

テレビドラマ
番 組

テレビドラマ
番 組 賞

テ レ ビ エ ン
タ ー テ イ ン
メ ン ト
番 組

映 像 賞

テレビエンターテ
インメント番組賞

特 別 賞

受　賞　者

　東日本大震災後に開設された臨時災害放送局（29局）

ラ ジ オ 番 組

個 別 分 野

個
人
・
グ
ル
ー

プ
部
門

放 送 文 化

放 送 技 術
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第３８回 放送文化基金賞 

「 番 組 部 門 」 

― テ レ ビ ド キ ュ メ ン タ リ ー 番 組 ― 

 

本  賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概       要 選 考 理 由       

幾歳経るとも要心あ

れ － 2011.03.11. 東

日本大震災－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23．5．28（金） 

 

ＩＢＣ岩手放送 

 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ  

編集･ｶﾒﾗ  

取材・報告   

 

ｶﾒﾗ・報告 

出演       

 

 

 

眞下 卓也 

井上 学 

小川 祐 

鹿野 真源 

武田 博志 

木下 義則 

柳澤 精一 

柿野 祥子 

   ほか 

東日本大震災の大津波で岩手県

内でも多くの尊い命が奪われた釜

石。過去に悲しい経験を繰り返し

“津波への警戒心を世界一高く持

つ地域”であることを自負しなが

らも、多くの死者を出してしまっ

たのはなぜなのか。自らも家を流

されたＩＢＣ報道部契約カメラマ

ン・木下義則氏が撮影した映像に

はこれまでの概念を覆す津波が記

録されていた。彼は、津波に備え

た取材活動中、岸壁近くのビルで

津波に遭遇、眼下を駆け抜ける津

波やビルで一夜を明かした様子な

どを撮影。あの時を振り返りなが

ら、取材者として、被災者として、

そして、釜石を愛する市民として

の心中を吐き出した。宮古市の姉

吉地区に「此処より下に家を建て

るな 幾歳経るとも要心あれ」と

刻まれた大津波記念碑がある。こ

の集落は石碑の教えを守り無事だ

った。今回も辿り着いた教訓はこ

こだった。         

釜石市在住の契約

カメラマンが大津波

にのまれて消えてゆ

く市民と街を過酷な

状況に耐えながら、

ただただ誠実に写し

取った。 

映像にも報告にも

被災者や被災地に深

いかかわりを抱いて

いることが染み出て

いる。 

これが自分達の住

む故郷の姿だという

作り手の感情と意識

が伝わる。 

ＮＨＫスペシャル 

３８分間 巨大津波 

いのちの記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24.3．5（月）  

 

 

ＮＨＫ 

 

 

取材・撮影･

報告 

撮影 

編集 

音響効果 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

制作統括 

 

 

 

 

徳田 憲亮 

井上 秀夫 

赤坂麻衣子 

小野さおり 

石田 望 

中村 直文 

高山 仁 

渡辺 健策 

 

巨大津波が釜石の町を襲う一部

始終を撮影した「38 分間」。ＮＨ

Ｋの地域採用で、釜石報道室に勤

める徳田憲亮記者が避難所となっ

ていた高台から撮影した。映像に

は、建物の屋根に逃れ九死に一生

を得た人の姿や、高台に避難して

徳田記者のインタビューに答えな

がらも、その後行方不明になった

人など、津波に直面した人々の

「生」と「死」が刻まれていた。

“偶然”映像を記録してしまった

徳田記者は「得体の知れない罪悪

感」のようなものを抱えることに

なった。取材チームを組み、映像

に映っていた 289 人の足跡をたど

り、あの日の生々しい証言を記録

し、津波が人々にもたらしたその

後の現実を、1 年にわたり見つめ

てきた。地域を根こそぎ奪ってし

まう津波の現実。家族が見つから

ないため、絶望と希望の間を行き

来し続ける行方不明の重み。津波

の「あの日」と「その後」を見つ

めた記録。 

ＮＨＫの地域採用

記者による映像と取

材を番組の中心に据

え、地域性が濃い番

組である。 

「とてつもないも

の」を記録してしま

ったことへの畏怖

と、失われた命への

哀惜の念が込められ

ている。 

 撮影者であると同

時に一人の人間とし

て、被災した人々や

地域に真摯に向き合

う制作者の姿があ

る。 
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優 秀 賞                                                                                                                                                                                           

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概       要 選 考 理 由       

ＮＨＫスペシャル 

クニ子おばばと不思

議の森 

 

 

 

 

 

 

平成 23.9.25（日） 

 

 

プロダクション・エ

イシア 

ＮＨＫ 

ＮＨＫエンタープラ

イズ 
 

 

制作統括 

 

 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

取材 

 

撮影 

音声 

映像技術 

編集 

音響効果 

題字 

ｶﾀﾂﾑﾘの声 

出演 

伊藤 純 

三上八州志 

紙屋 聡 

大兼久由美 

柴田 昌平 

堀部 拓磨 

松井 至 

那倉 幸一 

門倉 徹 

北澤 孝司 

北森 朋樹 

花田 晃利 

財前 謙 

菅原 文太 

椎葉クニ子 

秘境と呼ばれる宮崎・椎葉村。

森を若返らせる焼畑農業を続ける

最後の一人･椎葉クニ子さん（87

歳）は、土中の生き物と一体とな

り、命を循環させる営みを続ける。

焼畑といっても南米や東南アジア

の大規模開発のような略奪的なも

のではない。毎年焼く場所を変え

ながら少しずつ畑を作り、4年収穫

したら放置して森に返す。そして

30 年周期で山全体を一巡する。土

の中の生き物達と同じように、人

間が自然の循環の一部となって暮

らす最後の風景がここにある。 

縄文以来続けられてきたという

焼畑の営みに込められた日本人の

知恵を、特殊撮影を駆使し描いた。 

焼畑だけではな

く、知恵の伝達こそ

が日本のありよう

の原点なのだと確

信させる力が、この

作品にはある。自然

への畏敬の気持ち

が良く出ている。 

自然と共生する

強さと優しさ、美し

い映像に胸を打た

れる。 

 

テレビドキュメンタリー番組賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概       要 選 考 理 由       

ＮＨＫスペシャル 

原爆投下 活かされ

なかった極秘情報 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23.8.6（土） 

 

 

ＮＨＫ広島放送局 

 

 

制作統括 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

 

映像取材 

編集 

音響効果 

映像ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

音声・照明 

語り 

声の出演 

 

井上 恭介 

春原 雄策 

松木 秀文 

夜久 恭裕 

佐々倉 大 

川村 昌弘 

小野さおり 

山本 亨二 

西野 誠史 

伊東 敏恵 

坂口 芳貞 

 

 

 

 

広島・長崎あわせて 20 万を超え

る命を奪った原子爆弾。これまで

日本は、アメリカが原爆攻撃の準

備をしていることを知らないま

ま、“想定外”の奇襲を受けたとし

てきた。しかし実際は、原爆投下

に向けた米軍の動きを事前に察知

していたことが、新たな証言と資

料から明らかになってきた。番組

では、原爆投下を巡る日本側の動

きを克明に追う。情報を掴みなが

らも、なぜ空襲警報すら出される

ことなく、多くの命が亡くならな

ければならなかったのか。原爆投

下から 66年、その問いに初めて迫

る調査報道。 

66年前の「大本営」

が、まさに原発の事

故の真実を明らかに

しない政府や東電の

隠蔽体質と重なる意

味で、いまだに引き

ずる根深さを痛感さ

せる。 

 67 年経った原爆の

惨禍を風化させまい

とする広島局の姿勢

は尊敬に値する。 

NHK スペシャル  

シリーズ原発危機 

知られざる放射能汚

染 

～海からの緊急報告

～ 

 

 

 

 

 

 

平成 24.1.15（日）  

 

 

ＮＨＫ 

 

 

制作統括 

 

 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

 

 

 

取材 

 

 

 

撮影 

CG 制作 

編集 

音響効果 

語り 

藤川 正浩 

日置 一太 

水野 重理 

増田 秀樹 

眞木 隆志 

池本 端 

安田達一郎 

岩田 真治 

佐藤 隆洋 

稲垣 雄也 

吉見 和紀 

田  容承 

松下 猛 

織田 芳人 

八角 勝利 

福井 純子 

和田 源二 

柴田祐規子 

福島第一原発事故によって、大

気中に、そして海に放出された大

量の放射性物質。放射能汚染はど

こまで広がり、その影響はいつま

で続くのか。取材班は専門家とと

もに初めて原発から 20ｋｍ圏内の

海の本格的な汚染調査を実施。  

同時に陸においては、山間部の

湖から河川も含めた広範囲の調査

も行った。調査からみえてきたの

は、放射性セシウムが泥に付着し

てホットスポットを作り、水の流

れとともに移動している実態であ

った。陸から海へそして海の底を

移動しながら長期に亘って人々の

生活を脅かす放射能汚染の実態に

迫る。 

東電福島原発の事

故による放射能汚染

の実態を研究者と共

に海、川、湖などを

独自に調査した貴重

な番組。 

放射能汚染は、長

年にわたって健康を

脅かすものだけに、

今後も多義にわたっ

て広く深い取り組み

を期待したい。 
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テレビドラマ番組賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概       要 選 考 理 由       

木曜劇場 

最後から二番目の恋 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24.1.12（木） 

～3.22（木） 

<全 11回> 
応募は第 1回、第 11回 

 

フジテレビジョン 

 

 

脚本 

音楽 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ 

 

演出 

 

 

出演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田 惠和 

平沢 敦士 

若松 央樹 

浅野 澄美 

宮本理江子 

谷村 政樹 

並木 道子 

小泉今日子 

中井 貴一 

坂口 憲二 

内田 有紀 

飯島 直子 

ほか 

 

 

 

45 歳独身女性、健康や老後に

不安を感じるテレビ局ドラマプ

ロデューサー吉野千明（小泉今

日子）と 50 歳、妻と死別した寂

しい子持ちの独身男性の長倉和

平（中井貴一）。様々な経験を重

ねてきた二人が若いころのよう

にはいかない大人の恋、仕事、

人間関係、家族とのあり方を優

しく、面白く、時に切ない会話

劇で鎌倉を主な舞台に展開。

“寂しくない大人なんていな

い”、“ひとりって切ないくらい

自由”、“大人って淋しすぎると

笑っちゃう”をキャッチコピー

に繰り広げられる大人の魅力が

十分に伝わるドラマ。 

軽快なテンポと洒脱

な切り口で現代の男と

女のありようにユーモ

ラスに斬り込み、エン

ターテインメント性に

富んだ作品となってい

る。 

主役の二人の演技は

もちろん、脇を固める

俳優たちの個性あふれ

るキャラクターも見所

である。 

 

鈴木先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23.4.25（月） 

～6.27（月） 

<全 10回> 
応募は第 1回、第 2回 

 

テレビ東京 

 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 

 

 

 

原作 

脚本 

音楽 

監督 

出演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡部 紳二 

山鹿 達也 

阿部 真士 

竹内 文恵 

守屋圭一郎 

武富 健治 

古沢 良太 

大友 良英 

河合 勇人 

長谷川博己 

臼田あさ美 

山口 智充 

田畑 智子 

でんでん 

富田 靖子 

ほか 

 

 

 

緋桜山中学 2 年Ａ組の担任・

鈴木先生（長谷川博己）が、理

想のクラスを作るべく、独自の

教育理論「鈴木式教育メソッド」

を駆使しながら、生徒が起こす

問題に真摯に向き合い、時に過

剰に悩みながらも解決してい

く。全 10 回シリーズ。第 1 回と

第 2 回では、中学生の性教育や

給食のメニューの廃止、食事中

のマナー問題を取り上げる。 

どこにでもいそうな平凡な教

師である鈴木先生が、どこにで

も起こりえる問題について悩み

ながら、生徒の心を呼び起こし、

生徒間の対話、議論によって深

い学びへ繋げ、さまざまな問題

を解決していく。 

中学校を舞台にした

『鈴木先生』は、学園

ドラマの定型にとらわ

れず、今という時代を

シャープに切り取って

いる。 

ドキュメントのよう

な生徒たちのリアルな

演技、スリリングな展

開で、個性的なドラマ

に仕上げ、テレビドラ

マに新局面を開いた。 
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第３８回 放送文化基金賞 

「 番 組 部 門 」 

― テレビエンターテインメント 番 組 ― 

 

優 秀 賞                                                                                                                                                                                           

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概        要 選 考 理 由       

ＩＰＰＯＮグランプ

リ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23.6.11（土） 
 

 

フジテレビジョン 

 

 

企画 

ﾁｰﾌﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

演出 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 

 

ｱｼｽﾀﾝﾄﾌﾟﾛ

ﾃﾞｭｰｻｰ 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

出演 

 

 

小松 純也 

佐々木 将 

竹内 誠 

山本布美江 

生沼 教行 

山田 貢    

竹内 承 

利光ともこ 

永田 修一 

松本 人志 

バカリズム 

千原ジュニア 

堀内 健 

濱口 優 

世界のナベアツ 

設楽 統 

有吉 弘行 

近藤 春菜 

真栄田 賢 

又吉 直樹 

お笑い芸人 10 名がＡ．Ｂブロ

ック５名ずつに分かれて大喜利

バトルを行う。審査はＡブロック

対戦時にはＢブロック出場者が、

Ｂブロック対戦時にはＡブロッ

ク出場者が行う。各ブロックの勝

者２名で決勝を行い、勝者がＩＰ

ＰＯＮグランプリの王者となる。

松本人志が大喜利バトルの解説

を担当。途中、視聴者からの投稿

回答と自らの回答も披露する。

“大喜利”というシンプルなフォ

ーマットをスタイリッシュかつ

豪華な世界観にアレンジ。芸人た

ちの真剣なバトルが繰り広げら

れる。 

スポーツにも似た

ライブ感覚で、出演芸

人たちの、発想の自由

さと当意即妙のユー

モアが感じられた。真

剣勝負がすがすがし

く、現代的な笑いを生

み出した。 

和風総本家 

世界で見つけた

Made in Japan 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23.10.20（木） 
 

 

テレビ大阪 

 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 

 

 

構成 

 

 

 

出演 

庄田 真人 

内山 慶祐 

石井辰之介 

冨田 英男 

伊藤 正宏 

むらこし豪昭

興津 豪乃 

デーブ八坂 

地井 武男 

萬田 久子 

東  貴博 

増田 和也 

山本 太郎 

黒谷 友香 

 

世界各国の思わぬ場所で活躍

する「日本の道具や物」。ニュー

ヨーク、パリ、ロンドン、トリノ

などで「あなたの国の Made in 

Japanを知りませんか？」とイン

タビュー。パリで愛用されている

カラフルな“南部鉄器の急須”、

紅茶を愛するイギリス人に愛さ

れる“茶筒”、イタリアの美術品

を修復する“和紙”、アメリカの

有名家具職人が使う“カンナ”な

ど世界が認めたモノをつくり出

す日本の職人技を紹介。 

大切に受け継がれてきた“モ

ノ”。「日本っていいな」をコンセ

プトに、忘れかけていた日本のす

ばらしさを追う。 

海外視点から日本

の良さを再発見しよ

うという構成で、楽し

みながら、知的好奇心

をくすぐる番組。 

モノづくりを通し

て大切に受け継がれ

る日本の良さを再認

識させてくれる。 

                                                                                                                                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビエンターテインメント番組賞
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テレビエンターテインメント番組賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概        要   選 考 理 由       

ぶらぶら美術・博物

館 

愛知県美術館「生誕

100年ジャクソン・ポ

ロック展」～ピカソ

を超えた男・ポロッ

ク、日本初の回顧展

～ 

 

 

 

 

平成 24. 1.10（火） 

 

 

 

ＢＳ日本 

 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 

 

演出 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

ﾘｻｰﾁｬｰ 

ﾅﾚｰﾀｰ    

 

音響効果 

出演 

 

 

佐藤 明香 

曾根 尚 

石島 良治 

 

藤好 耕 

中城よし子 

大橋 玲子 

奥田 民義 

山崎 尚志 

山田 五郎 

おぎやはぎ 

(小木博明、

矢作兼) 

相沢 紗世 

 

 

 誰もが一度は目にしたことが

ある名画・彫刻・文化財。そんな

古今東西の文化を“お散歩感覚”

で体験し、作品の裏にある背景・

エピソードを紹介する。 

 2012 年の最初は愛知県。名古

屋城の本丸御殿の壮大な復元工

事を見学し、愛知県美術館で開催

中の「ジャクソン・ポロック展」

へ。“ピカソを超えた男”と言わ

れる現代アートの革命児、ポロッ

ク。その生誕 100年を記念した日

本初の回顧展。素人目線のおぎや

はぎ、それらすべての質問に答え

る山田五郎のナビゲートで、ポロ

ックの作品と人生に迫る。 
 

美術番組と散歩番

組をクロスオーバー

させるというアイデ

アが面白く、山田五郎

とおぎやはぎの掛け

合いや解説も絶妙で、

これまでにない、親し

みやすい美術番組に

なっている。 

ママからの手紙 

～10 年後に届いたメ

ッセージ～ 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23. 5.30（月） 

 

 

福井テレビジョン放

送 

 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

ﾅﾚｰｼｮﾝ 

構成 

撮影 

出演 

酒井美樹男 

吉田 尚広 

畑 祐一郎 

大竹しのぶ 

水野 宗徳 

伊藤慎一郎 

桑原 達秋 

2000 年春、福井県内の公園で

母親が 10 年後の子どもへ手紙を

送るというイベントが福井テレ

ビの企画で行われた。そして 10

年後の 2010 年に、およそ 800 通

の手紙が発送されたが、68 通の

手紙が宛先不明で戻って来てし

まった。宛先不明の手紙の家族を

探し、手紙を手渡す。10 年とい

う歳月―手紙を受取ることを拒

否する思春期を迎えた子ども、離

婚した人、夫と死別した人など

様々な家族に出会う。しかし共通

していたのは、子どもの幸せを願

う母親たちの姿だった。 

家族の素顔をうま

くとらえ、家族間で愛

情を表現することの

不得意な日本人に表

現の機会を与えた番

組。テレビ局が 10 年

間手紙を預るという

企画の継続性も感じ

られる。 
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第３８回 放送文化基金賞 

「 番 組 部 門 」 

― ラ ジ オ 番 組 ― 

本 賞                                                                                                                                                                                           

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概      要    選 考 理 由       

遠いふるさと～フク

シマの家族・２０１

１～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

平成 23.8.10（水）   

 

 

ＮＨＫ福島放送局 

 

 

報告･取材 

･制作 

制作統括 

技術 

語り 

演出 

音響効果 

編集 

出演 

 

 

 

岡崎 太希 

 

大橋 信之 

高橋 正吾 

阿部 陽子 

杉尾 宗紀 

田中 繁良 

橋本 美規 

齊藤智さん

一家 

海辺ののどかな町だった福島

県大熊町。1971 年に原発 1 号機

が運転開始してから町の財政は

原発に依存し、雇用も原発頼み、

まさに「原発の町」だった。だが

3 月 11 日の東日本大震災と巨大

津波、そして原発事故と放射能汚

染という誰も経験したことのな

い事態が進行した。唐突に告げら

れた避難勧告の下、町民は転々と

避難生活を余儀なくされた。齊藤

智さん一家７人も 30ｋｍ離れた

町の体育館に辿り着いた。原発の

仕事を請け負う会社を経営して

いた智さんの収入が止まり、一家

の収入のアテが無くなってしま

った不安や、障害のある長女のた

めの仮設住宅選び、進学か就職に

悩む高校 3 年生の長男、住まい

が定まらず志望校が決められな

い中学 3 年生の次男、心に傷を

負ってしまった小学 2 年生の三

男など、三世代 7 人の声を聞く。 

 「流浪」という今ま

であまり考えられなか

った苦難を、一組の家

族、三世代７人を追う

ことで表現した。 

 一家に起きる様々な

事柄を、各世代の声を

通じて語らせ、ことの

重大さ、深刻さ、悲劇

性をあくまでそのまま

聞かせた。 

 

優 秀 賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概      要    選 考 理 由       

山下達郎のＴＳＵＴ

ＡＹＡサンデー・ソ

ングブック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24.3.11（日）  

 

 

エフエム東京 

 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

ｱｼｽﾀﾝﾄﾃﾞｨﾚ

ｸﾀｰ 

ミキサー 

出演 

       

 

原田 洋子 

砂井 博文 

山岸 清佳 

宮本 貴文 

 

小太刀 健 

山下 達郎 

 

山下達郎がパーソナリティー

をつとめるオールディーズ・プ

ログラム。毎週日曜日 14時～14

時 55分に放送。 

東日本大震災から一年の 3月

11日は、「東日本大震災一周年 

追悼と復興祈念プログラム」と

題して放送。被災したリスナー

からのお便りを紹介しながら、

山下達郎自身の心の平安に役立

っている洋楽曲と自分の曲、こ

の日のために新たにスタジオレ

コーディングした「希望という

名の光」をオンエアー。震災発

生時刻の 14時 46分には追悼と

復興祈念のメッセージと 1分間

の黙祷を捧げた。 

東日本大震災から１

年という日にあえてレ

ギュラー番組として放

送。山下達郎の被災地へ

の思いとリスナーとの

つながりを感じさせた。

20 年近く続く音楽番組

のいつも通りの放送の

中で、音楽の力によって

鎮魂とひとときの癒し、

希望を届けた。 
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ラジオ番組賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概      要    選 考 理 由       

ＦＭシアター  

飛ばせハイウェイ、

飛ばせ人生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23.4.16（土）  

 

 

ＮＨＫ 

 

 

作 

音楽 

制作統括 

技術 

音響効果 

演出 

出演 

       

 

樋口 ミユ 

小林 洋平 

小見山佳典 

糸林 薫 

岩崎 進 

江澤 俊彦 

高橋 和也 

原田 芳雄 

市原 悦子 

三村 聡 

大路 恵美 

此島 愛子 

 

沖縄出身の長距離トラック運

転手の比嘉（高橋和也）は、押

し寄せる不況の中、過酷な労働

状況で働いている。ある日、「Ｌ

Ａまで」と、ヒッチハイクする

初老の男・松田重一郎（原田芳

雄）を乗せることになった。老

人は、鞄の中に小さくなった

妻・陽子（市原悦子）が入って

いると言う。認知症かと疑って

いた比嘉だが、やがて老人の妻

の姿が見えてくる。  

家族…。失ったり、長く遠く

離れて暮らしてみて、そのかけ

がえのなさに初めて気付くこと

がある。老人との出会いを通じ

て、仕事に忙殺されていた自分

の人生を見つめ直し、新たに出

発していくまでの姿を描く。 

重いテーマを斬新に

表現し、大切な人を失う

ことの意味、そのあとを

生きることの現代にお

ける可能性を巧みな脚

本と出演者の声で表現

した。 
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                第３８回放送文化基金賞 

「 番 組 部 門 」－ 個 別 分 野  － 

演 技 賞 

受 賞 者 対 象 番 組 選 考 理 由 等 

本木
も と き

 雅弘
まさひろ

 

スペシャルドラマ 

「坂の上の雲」 

（ＮＨＫ） 
 

テレビドラマ番組 

懸命に勤勉努力を続けて夢を実現した明治期の

日本人の実直な真剣さを表現しつつ、時代が求め

る過酷な矛盾に耐え切れない苦悩を真摯に演じ切

った。 

 

演 技 賞 

小泉
こいずみ

 今日子
き ょ う こ

 

木曜劇場        

最後から二番目の恋 

（フジテレビジョン） 
 

テレビドラマ番組 

ダブル主演の中井貴一と抱腹絶倒の毒舌合戦を

展開したあげく互いに心を通わせていくという絶

妙な駆け引きをユーモアたっぷりに且つ、リアル

に演じた。 

 

出 演 者 賞 

山下
やました

 達郎
たつろう

 

山下達郎のＴＳＵＴＡ

ＹＡサンデー・ソングブ

ック 

（エフエム東京） 
 

ラジオ番組 

東日本大震災から一年という日に、長年続いて

いる番組を通して、自ら選曲した音楽で広くリス

ナーたちの心を癒し、鎮魂と希望を届けた。 

 

企 画 賞 

藤好
ふじよし

 耕
こう

 

ぶらぶら美術・博物館 

（ＢＳ日本） 
 

ﾃﾚﾋﾞｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ番組 

散歩感覚で美術館を巡り、出演者たちの絶妙な

掛け合いと解説で、親しみやすい美術番組にした。 

 

映 像 賞 

木下
きのした

 義則
よしのり

 

幾歳経るとも要心あれ 

（ＩＢＣ岩手放送） 

 
ﾃﾚﾋﾞﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ番組 

 

映像にも報告にも被災者や被災地に深いかかわ

りを抱いていることが染み出ている。 

徳田
と く だ

 憲亮
のりあき

 

ＮＨＫスペシャル     

３８分間 

（ＮＨＫ） 
 

   ﾃﾚﾋﾞﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ番組 

撮影者であると同時に一人の人間として、被災

した人々や地域に真摯に向き合う制作者の姿があ

る。 
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第３８回放送文化基金賞 

「 個 人 ・ グ ル ー プ 部 門 」 

－ 放 送 文 化 ― 

 

 

受  賞  者 業  績 業 績 内 容 ・ 選 考 理 由 

齊藤
さいとう

 潤一
じゅんいち

 

（東海テレビ放

送 報道部 デ

ィレクター） 

司法をテーマに

した優れたドキ

ュメンタリーの

制作と多様な表

現活動の展開 

1992 年に東海テレビ放送に入り、営業部、報道部記者などを経て

ドキュメンタリー制作に携わる。2006 年放送の「重い扉～名張毒

ぶどう酒事件の 45年～」から昨年放送の「死刑弁護人」まで、司

法をテーマにした作品を手掛けてきた。既成概念や先入観、社会の

風潮に流されない視点と、取材対象に肉薄しながら最後の判断は見

る側に委ねる手法を貫いている。また、地方局の番組が全国に放送

されにくい現状を打開すべく、劇場公開、書籍出版など多様な表現

活動に取りくんでいる。 

 

受  賞  者 業  績 業 績 内 容 ・ 選 考 理 由   

ＪＮＮ三陸臨時

支局 

東日本大震災の

被災地に開設し

た民放ニュース

ネットワーク初

の臨時支局での

持続的な報道活

動 

JNN三陸臨時支局は、TBSテレビをキー局とするニュースネット

ワーク JNNが昨年 5月１日に宮城県気仙沼市の気仙沼プラザホテ

ル内に開設したもの。加盟局 28局の共同運営という前例のない形

を取り、全国から集まったスタッフが、最前線で被災者と共に暮ら

しながら、様々な視点で被災地の現状を取材し伝えている。民放の

ニュースネットワークが、キー局とローカル局という枠組みを超え

て国内支局を開設したことは意義深く、東日本大震災における画期

的、意欲的な報道活動の一つである。 

 

受  賞  者 業  績 業 績 内 容 ・ 選 考 理 由 

ＮＨＫ ＥＴＶ

特集取材班 

ＥＴＶ特集 

「ネットワーク

でつくる放射能

汚染地図」シリー

ズの制作 

昨年 5月に放送した第１作では、事故直後から原発 30キロ圏内の

取材を敢行し、放射能汚染や被災地住民の実態をテレビメディアと

していち早く伝えた。その後、1年後の 3 月 11日までにシリーズ

として 5本の番組を制作。住民を不安に陥らせていた内部被ばくの

実情、手つかずになっていた海洋汚染や謎のまま放置されていた事

故初期のヨウ素被ばくの実態解明などを行った。政府や東京電力の

発表に頼らず、科学者と連携した調査報道の姿勢を貫き、国民の放

射能汚染に対する理解を深め、視聴者の支持を得た。 
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第３８回放送文化基金賞 

「 個 人 ・ グ ル ー プ 部 門 」 

－ 放 送 技 術 ― 

 

受 賞 者 業  績 業 績 内 容 ・ 選 考 理 由   

地上デジタル放送受

信インフラ情報把握

分析グループ 

 

代表 津田 健吾 

 

（デジタル放送推進

協会、ＮＨＫ） 

地上デジタル受信イ

ンフラ管理分析シス

テムの運用による、

受信者の地デジ移行

を推進   

デジタル放送推進協会とＮＨＫは、地上放送のデジタ

ル移行に際し、全国 5,000万世帯の受信設備インフラ整

備状況を「戸建住宅」、「集合住宅」、「共同受信施設」な

ど、ＮＨＫが構築した受信形態別の管理分析システムを

運用することにより、これらの受信形態別の対応方針を

明確にし、障害対策共聴約 9万施設、集合住宅共聴約 214

万施設などに対しても、きめ細かな視聴者対応を行い、

デジタル放送への移行という歴史的な事業の一翼を担っ

た。 

 

 

 

受 賞 者 業  績 業 績 内 容 ・ 選 考 理 由   

マクロダイバーシチ

受信システム開発グ

ループ 

 

代表 光山 和彦 

 

（ＮＨＫ） 

移動中継用マイクロ

波帯マクロダイバー

シチ受信システムの

開発 

 

ロードレースの中継番組では、ランナーと並走するバ

イクで撮影した映像を、ヘリコプターを中継してスイッ

チングセンターへ送り届けている。ビル陰や悪天候など

でヘリコプターを経由できない場合でも、バイク中継が

可能となるように、最大 16の基地局をコースに設置し、

バイクからの映像信号をこれらの基地局で受信し、光回

線を経由してスイッチイングセンターに集めた後、各信

号の到達時間差を補正しながら受信状態の良い信号を選

択して合成するシステムを開発し実用化した。 

 






